
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉 教育人権 環境防災 産業経済 都市基盤 

１ ２ ３ ４ ５ 

開
院
や
診
療
所
等
の
継
続
支
援
制
度
の
創
設 

県
の
AI

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
援 

保
育
所
AI

入
所
選
考
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上 

高
齢
者
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
制
度
の
拡
充 

不
登
校
支
援
に
向
け
専
任
教
員
を
独
自
に
配
置 

平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
伝
え
る
平
和
の
礎
の
整
備 

性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
宣
誓
制
度 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
の
育
成
等 

都
市
公
園
（
仮
称
）
磯
公
園
の
整
備 

災
害
時
応
援
協
定
等
に
基
づ
く
連
携
強
化 

自
治
会
館
等
へ
のW

i-F
i

整
備
等
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
強
化 

上
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
と
強
靱
化
の
継
続 

企
業
経
営
が
依
然
厳
し
い
中
で
人
材
育
成
に
前
向
き
に
取

り
組
む
企
業
を
応
援
す
る
制
度
の
創
設 

地
域
農
業
の
維
持
に
向
け
新
た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

ま
い
ば
ら
農
業
塾
を
新
た
に
開
講 

東
口
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施 

近
江
長
岡
駅
や
柏
原
駅
の
環
境
整
備 

空
家
対
策
と
し
て
移
住
希
望
者
へ
の
丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ 

道
路
網
整
備
計
画
の
見
直
し
に
着
手 

都
市
経
営 

６ 

総合計画の６つの基本目標 

自治会パートナーシップ交付金に、地域行事やイベントの開催を支援するメニューを新たに追加 

行政運営の効率化に向け、職員採用におけるウェブ面接や、反復作業を自動化する RPA ツールの導入 

市民自治センターの再編や、旧米原庁舎跡地の売却に向けた公募等の準備 

公用車の台数削減や民間カーシェアリングサービス等の運用の検討で経費削減と行政運営の効率化 

18 歳まで医療費の無料化 

子育て支援策の所得制限撤廃 

国保税均等割の負担を 18 歳まで

実質ゼロにする応援金 

経済支援 

民間保育士の給与格差解消支援 

低年齢児における保育士の配置を拡

充する方向で検討 

園で使用済み紙おむつの保護者持ち

帰りを廃止 

保育支援 

近江長岡駅から伊吹高校へ通学する

生徒に無料の定期券を交付し、駅と

高校を結ぶ公共交通の強化による、

地域の学校支援 

学校支援 

令和５年度 施政方針 概要版 

今ある価値を活かす 

伊吹山 

伊吹山レンジャーの創設 

ドロップネットでシカの捕獲強化 

米原駅 

JR 東海ツアーズとEX-MaaS 

移住体験ツアーや相談窓口設置 

植生保護柵と斜面の緑化試験 

新幹線通勤者定期券等補助の条件見直し 

文化財 
旧常喜医院の宝物や庭園などを広く公開 

新しい価値の創造 

環境・脱炭素 
ソーラーシェアリングの導入 

スマートエコハウス・電気自動車の普及 

デジタル化 

脱プラへ無料の給水スポットを増設 

マイナンバーカードの活用 

スマート農業を推進 

高齢者スマホ初心者体験講習会の開催 最重点施策 

子 

ど 

も 

若 

者 

支 

援 

ま 

ち 

の 

価 

値 

創 

造 

人口減少 
対策 

注）議決前の当初予算案の内容です。 
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令和５年度当初予算（案）

主要事業
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令和５年度　総合戦略主要事業（基本目標別一覧）

基本目標 施策
資料１の
ページ番号 事業名

①ー３：農林水産業の成長促進 9 脱炭素地域づくり促進事業

①ー３：農林水産業の成長促進 13 スマート農業推進事業

①ー１：魅力ある雇用の創出

①ー２：地域産業の活性化

①ー３：農林水産業の成長促進 26 まいばら農業塾（担い手育成事業）

①ー１：魅力ある雇用の創出

①ー２：地域産業の活性化

②ー２：地域資源を生かした交流の拡大 14 伊吹山レンジャーの導入と伊吹山植生復元プロジェクト事業

②ー２：地域資源を生かした交流の拡大 15 伊吹山高標高域ニホンジカ捕獲推進事業

②ー１：米原駅周辺の広域交流拠点化

②ー２：地域資源を生かした交流の拡大

②ー３：移住・定住の促進

②ー２：地域資源を生かした交流の拡大 18 旧常喜医院建物改修・庭園整備事業

②ー１：米原駅周辺の広域交流拠点化 21 柏原駅周辺地域活性化事業

②ー１：米原駅周辺の広域交流拠点化 25 近江長岡駅バリアフリー化事業

③ー１：結婚・出産・子育ての希望をかなえる施策の拡充

③ー２：総合的な少子化対策の推進

③ー１：結婚・出産・子育ての希望をかなえる施策の拡充 4 給付型奨学金事業

③ー１：結婚・出産・子育ての希望をかなえる施策の拡充 5 中学生応援事業

③ー２：総合的な少子化対策の推進 6 民間保育所等保育士処遇改善事業および経営安定化事業

③ー２：総合的な少子化対策の推進 7 保育環境改善事業　使用済み紙おむつの処分

③ー１：結婚・出産・子育ての希望をかなえる施策の拡充 23 結婚相談支援事業・結婚新生活支援事業

③ー２：総合的な少子化対策の推進 24 保育所等入園選考業務に係るAIシステム活用事業

③ー２：総合的な少子化対策の推進

③ー３：心豊かで多様な未来を切り開く子どもの育成

④ー３：既存ストックのマネジメント強化 10、11 市民のくらしと行政運営のDX推進

④ー３：既存ストックのマネジメント強化 12 証明書コンビニ交付サービス事業

④ー３：既存ストックのマネジメント強化 16、17 観光振興事業

④ー１：地域の拠点づくりと地域公共交通ネットワークの強化 21 柏原駅周辺地域活性化事業

④ー２：健康長寿社会の実現 22 開業医誘致等地域医療振興事業

④ー１：地域の拠点づくりと地域公共交通ネットワークの強化 25 近江長岡駅バリアフリー化事業

④ー３：既存ストックのマネジメント強化 26 まいばら農業塾（担い手育成事業）

【基本目標４】
駅を核として地域と地域を結ぶ、
安心で安全なまちを創る

【基本目標１】
魅力ある雇用を創出し、
女性や若者が活躍するまちを創る

　【この資料の見方】
　　　本紙は、資料１（令和５年度当初予算（案）主要事業）に掲載している全事業を総合戦略の４つの基本目標に基づき分類した一覧表です。

18歳までの医療費無料化事業3

【基本目標２】
ひとが集い、若者世代が
移り住むまちを創る

子どもたちが自分でつかむ自分の未来支援事業

【基本目標３】
滋賀県一子育てしやすいまちを創る

観光振興事業16、17

28

27 事業者人材育成支援事業

観光振興事業16、17



令和５年度
重点取組事業
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１ 子ども若者支援

人口減少対策
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18歳までの医療費無料化事業

給付型奨学金事業

中学生応援事業

民間保育所等保育士処遇改善事業

及び経営安定化事業

保育環境改善事業
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２ まちの価値を創造

人口減少対策
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脱炭素地域づくり促進事業

市民のくらし行政運営のDX推進

証明書コンビニ交付サービス事業

伊吹山レンジャーの導入と

伊吹山植生復元プロジェクト事業

伊吹山高標高域ニホンジカ捕獲推進事業

観光振興事業

旧常喜医院建物改修・庭園整備事業
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伊吹山高標高域ニホンジカ捕獲推進事業

担当課：まち整備部まち保全課
横連携：市民部自治環境課

予算額：９，５２８千円

拡 充政策提案 総合戦略 横連携

伊吹山の山頂部に自生
し、天然記念物にも指
定されている伊吹山山
頂草原植物群落（お花
畑）や、山頂付近の下
層植生はニホンジカに
よる食害を受け続けて
います。その結果、裸
地化が進み、地力が低
下し、通常の降雨など
でも土砂流出などが生
じています。

これまでは、３合目から
山麓まででの巻き狩りや、
林道沿いに設置した囲い
わな、箱わなによる捕獲
を行っていますが、３合
目より上での捕獲はアク
セスが悪く、これまでの
体制では捕獲が難しい状
況です。
そのため３合目より上は
捕獲の空白地帯となって
います。

現状 課題

伊吹山山頂のお花畑
（伊吹山山頂草原植物群落）

裸地化が進み、
通常の降雨でも土砂が
流出してしまっています

滋賀県鳥獣被害防止
総合対策事業を活用
し、５合目での大型
囲いわな（ドロップ
ネット）による多頭
捕獲を行うほか、山
麓での捕獲も強化す
ることで、ニホンジ
カの個体数の減少を
図り、被害の軽減に
つなげます。

対策

大型囲いわなドロップネット（30m×30m） ＩＣＴを用いた３合目での多頭捕獲

ＩＣＴを用いた
わなの遠隔監視・遠隔操作システム

課題を解決するための拡充
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米原ならではの暮らしや生業等を体験できる体験プログラムの掘り起こしや、提供者への
専門的な支援を行い、継続的に体験型観光が提供されるしくみを整えます。

旅行事業者
体験プログラムの掘り起こし、磨き上げ、予約
サイトへの登録、SNS発信講座、相談業務等

市内の観光地を含んだ新規旅行商品を実施した場合に補助金を交付し、誘客の促進を図ります。

旅行事業者
対象の旅行商品１件当たり最大150千円
市内の観光地２か所以上を含むツアーの造成等

①旅行商品造成支援事業 補助金1,000千円

令和４年度に造成した「新幹線に乗ってでもきたくなる魅力的な観光プラン」の
実施状況や令和５年中に本格稼働するEX-MaaSなどを踏まえ、さらなる圏域の周遊
観光を促進します。

まいばら駅広域観光交流圏コンソーシアム
(株)JR東海ツアーズと連携したEX-Maasの本格稼働を見据えた
ツアーの造成等

※EX-MaaSとは･･･
JR東海とJR西日本が令和５年から開始する
新サービス。
新幹線と一緒にホテルや交通手段、観光プラン
など旅行全体を、シームレスに予約・決済がで
きる。

【Ｒ４年度に造成した体験プログラム】
野菜収穫、そば打ち、真綿、ハーブ、写経、
ステンドグラス、木彫、草木染など

市の観光振興を担う事業者団体である(一社)びわ湖の素ＤＭＯの安定的な運営
と実施事業の充実を図るため、運営に対する補助を行うとともに、専門的な人材
の確保を支援し、ＤＭＯ（観光地域づくり法人）の登録を推進します。

⑤広域観光促進事業 委託料2,000千円

③(一社)びわ湖の素ＤＭＯ支援 補助金18,300千円
④地域活性化起業人 負担金5,600千円

対象者

補助金

要 件

委託先

業 務

委託先

業 務

②体験型観光促進業務 委託料3,200千円
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令和５年度
主要事業
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柏原駅周辺地域活性化事業

開業医誘致等地域医療振興事業

結婚相談支援事業・結婚新生活支援事業

保育所等入園選考業務に係るAIシステム活用事業

まいばら農業塾（担い手育成）

事業者人材育成支援事業

子どもたちが自分でつかむ

自分の未来支援事業
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結婚相談支援事業・結婚新生活支援事業

担当課：くらし支援部こども未来局子育て支援課

予算額：２，６８７千円

総合戦略 拡 充
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拡 充

子どもたちが自分でつかむ自分の未来支援事業

総合戦略
担当課：教育部学校教育課

予算額：１０３，６２８千円
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令和５年度
地方創生推進交付金活用事業
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健康でエコなマイクロツーリズム推進プロジェクト

滋賀ならではの価値ある資源と観光を掛け合わせて

つくる「シガリズム」推進プロジェクト

地域資源を活かした多様な人材による

共創型課題解決プロジェクト

米原市スマート農業

推進事業
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健康でエコなマイクロツーリズム
推進プロジェクト （３/３年目）

担当：シティセールス課、地域振興課

横連携

【目指す将来像】
・ビワイチやビワイチプラス等の人気の高まりにより、琵琶湖畔から内陸部への流れが生まれている。
・幅広い客層が県内でのサイクリングをゆっくり、長く楽しむことができ、その中で感じられた健康長寿を育む滋賀の暮らしや食、文化といった魅
力の数々を旅人自らが拡散する好循環が生み出されている。
・旅行者自らの旅のスタイルに合わせて健康でエコな交通手段を選択できるように、サイクルステーションや二次交通基盤、雨天時のバック
アップ等が整備されている。
・多くの人がサイクルツーリズムを選択することで環境負荷の低いサスティナブルな観光への転換が進むとともに、サイクリングによる旅行者の健
康維持にもつながっている。

県：事業連携 地方創生推進交付金 R５年度歳入予算：2,204千円（事業費4,408千円）

令和５年度の取組

□滞在型サイクリングイベントの開催
サイクルツーリズムと伊吹山や東草野の山村景観を含めたトレッキ
ングを掛け合わせた滞在型観光の創出
□伊吹山ライブカメラによる魅力発信
□ジャパンエコトラック普及啓発
英語版パンフレットの作成、モンベルフレンドフェアへ
の参加

KPI（滋賀県全体） （単位）
開始時点
（2020年）

2023年度
までの
増加分

健康でエコな
マイクロツーリズムによる

経済波及効果額
（百万円） ０ 818

サイクルツーリズムの
自転車利用に伴うCO₂削減量

（t-CO₂） ０ 1,148

女性・ファミリー向け
サイクリング体験イベント

参加者数
（人） ０ 1,850

令和４年度の取組

□滞在型サイクリングイベント
ビワイチアプリを活用した期間限定のスタンプラリーを実施

□米原駅西口円形広場の活用促進
イベント等の充実に向けてベンチ８台を設置

□伊吹山ライブカメラによる魅力発信
□ジャパンエコトラック普及啓発

英語版パンフレットの作成、
モンベルフレンドフェアへの参加

重要業績評価指標（KPI）
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滋賀ならではの価値ある資源と観光を掛け合わせてつくる
「シガリズム」推進プロジェクト（２/3年目）

担当：シティセールス課

横連携 県：事業連携 地方創生推進交付金 R５年度歳入予算：6,500千円（事業費13,000千円）

KPI（滋賀県全体） （単位） 事業開始前
（2021年）

2024年度ま
での
増加分

観光消費額 （億円） 1,328 984

シガリズム体験交流
コンテンツの売上額

（百万円） 0 6

本事業で新たに創出
された観光コンテンツ数

（本） 0 192

県外観光客リピーター率 （％） 64.8 8

重要業績評価指標（KPI）

【目指す将来像】
＊シガリズムとは…コロナ後を見据えた新たな時代の流れに対応し、自然と歩みをそろえてゆっくり、丁寧に暮らしてきた滋賀の時間の流

れや暮らしを体感し、心のリズムを整える観光スタイルのこと。
・行政や民間等の多様な主体が連携することで琵琶湖をはじめとした豊かな自然環境、多様な歴史・文化、地場産業、暮らしそのものにつ
いて、一層魅力を高めながら有効活用することができている。また、観光のみならず地域の幅広い産業との相乗効果を発揮することで、地
域経済の活性化にもつながっている。
・自然環境や歴史文化等の保存と活用の好循環が図れている。また、環境負荷の低減と地域経済活性化のバランスがとれた持続可能な
産業が創出できている。
・地域住民との交流を通じ、何度も滋賀を訪れる滋賀ファンを増やすことで交流人口、関係人口を増加させ、住民自らの地域への愛着や
誇りの醸成につながる地域づくりができている。

令和４年度の取組

□動画コンテストの開催
□インターネットサイトのリニューアル

□米原駅東西自由通路の壁面ラッピング
（パブリックアート）

□古民家を活用したDIY体験教室
□周遊観光ツアーの新規造成支援

令和５年度の取組

□動画コンテストの開催
□インターネットサイトの運営
□米原駅東西自由通路での企画展
インスタグラムに投稿された作品の展示
□古民家を活用したDIY体験教室
□周遊観光ツアーの新規造成支援
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地域資源を活かした多様な人材による
共創型課題解決プロジェクト（１/3年目）

担当：シティセールス課、農政商工課

横連携 県：事業連携 地方創生推進交付金 R５年度歳入予算：2,850千円（事業費5,700千円）

KPI（滋賀県全体） （単位）
事業開始前
（2023年）

2025年度
の目標
（累計）

地域課題解決プロジェクト
組成数

（件） 0 15

プロジェクトにかかわる人数 （人） 0 150

プロジェクトにかかわる
中間支援団体数

（団体） 0 25

滋賀県の知名度向上
（魅力度ランキング）

（位） 38 35

令和6～7年度の取組

主に令和５年度の取組を継続して実施するとともに、各取組の
一層の深化を図る。

重要業績評価指標（KPI）

【目指す将来像】
・人口減少、少子高齢化に伴う地域の課題が、若者・よそ者など多様な人材や団体等の関わりによる「ソーシャルビジネス（社会的起業/
企業）」の創出等を通じて解決され、持続的で魅力的な地域づくりにつながる。
・魅力的な地域づくりにより、多様な人材や団体等に「滋賀県が選ばれる理由」となり、移住、多地域居住、副業・兼業等働き方の変化と
相俟って、自分が活躍できる場として、ソーシャルビジネスの担い手となる人材や団体等が継続的に供給される環境が生まれる。

令和5年度の取組

□人材育成支援事業
地域課題を後押しする企業の力を確保するため、専門性の習得

支援等を実施する企業について、必要経費の一部を支援する。
□地域人材を活用したつながり創出事業

地域コーディネーター制度の構築等を通し、市へのかかわりを希望
する者とのコミュニケーションを深化する仕掛けと地域コーディネー

ターと地域の人材、地元企業の関係を構築し、地域コーディネー
ターを通じて地域のつながりを提供できる仕組みを構築する。
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米原市スマート農業推進事業（１/3年目）

担当：農政商工課

市単独 地方創生推進交付金 R５年度歳入予算：1,570千円（事業費3,140千円）

KPI（滋賀県全体） （単位）
事業開始前
（2023年）

2025年度
の目標
（累計）

農作業時間の縮減 （％） 0 45

スマート農業技術の導入件
数

（件） 0 10

スマート農業技術の導入
件数の内、重点目標（若手
農業者（54歳以下）、環境
保全型農業へ取り組む者）

の件数

（件） 0 4

スマート農業視察会の
参加者数

（人） 0 47

令和6～7年度の取組

主に令和５年度の取組を継続して実施するとともに、各取組の
一層の深化を図る。

重要業績評価指標（KPI）

【目指す将来像】
・本市におけるスマート農業技術の導入、普及を図ることで、農業者の作業の効率化、省力化、収益性の向上を達成し、農業経営の向
上を図る。
・若い農業の担い手の確保、育成による持続可能な地域農業を目指す。

令和5年度の取組

□スマート農業視察会の実施
先進的にスマート農業技術を活用する市内農業者に協力を依

頼し、市内の優良事例として視察会を実施し、具体的な活用方
法や工夫、課題等を学ぶ。また、視察会を通じ農業者同士の交

流も図る。
□スマート農業勉強会の開催

市内農業者のスマート農業への関心を高め、知識や導入意欲を
向上することを目的に、有識者による基調講演をはじめとするスマ

ート農業勉強会を開催する。
□スマート農業技術導入支援補助金

人・農地プランの中心経営体や認定農業者などを対象に、農作
業の省力化および生産コスト削減を目的として、補助金によりス

マート農業機械技術（自動操舵システム、農業用ドローン等）
の導入を支援する。
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